























４章 自己決定権と自律的行為の多様性」、九州大学出版会、2008 年 
『脳神経倫理学の展望』信原幸弘・原塑編、執筆「序章 脳神経科学と倫理」、勁草書
房、2008 年 








『精神医学と哲学の出会い：脳と心の精神病理』中山剛史・信原幸弘編、執筆「第 8 章 
妄想と合理性」、玉川大学出版部、2013 年 





情動の哲学」「第 3 章 先延ばしと情動」、勁草書房、2014 年 
情報 技術 現実性 
106 
『現代日本の四つの危機：哲学からの挑戦』齋藤元紀編、執筆「第 2 講 現代における
心の危機：依存症と自律性の喪失」講談社選書メチエ、2015 年 
『モラル・サイコロジー』太田紘史編、執筆「第 6 章 道徳判断と動機」、春秋社、2016
年 
『批判的思考と市民リテラシ―：教育、メディア、社会を変える 21 世紀型スキル』楠
見孝・道田泰司編、執筆「第 2 章 批判的思考の情動論的転回」、誠信書房、2016 年 
『精神医学の科学と哲学』石原孝二・信原幸弘・糸川昌成編、執筆「第２章 思考吹入
と所有者性」、東京大学出版会、2016 年 






「論理的真理と文の構造」『科学哲学』14: 75-88, 1981 年 
「フォーダーと認知科学の可能性」『理想』617: 318-327, 1984 年 
「志向性とバックグラウンド」『科学哲学』18: 49-61, 1985 年 
「フレーム問題とは何か」関東学院大学工学部教養学会紀要『科学／人間』17: 39-66, 
1988 年 
「フォークサイコロジーの運命」『現代思想』18(7): 59-69, 1990 年 
「心・脳・機能主義」『哲學』47: 42-54, 1996 年 
「クオリアから見た心と脳」『心理学評論』41(2): 230-240, 1998 年 
「コネクショニズムと消去主義」『科学哲学』33(2): 1-14, 2000 年 
「心は脳にあるのか」『日経サイエンス』31(11): 28-33, 2001 年 
「生命のひろがり」『哲學』54: 131-141, 2003 年 
「捉えがたき明晰さ：知覚内容の非概念性」『思想』949: 142-160, 2003 年５月号 
「知覚と表象」『理想』672: 83-96, 2004 年 
「知覚とモリヌークス問題」『思想』970: 24-41, 2005 年 2 月号 
「直観と理論」『現代思想』33(2): 136-146, 2005 年２月号 
「クオリアとアフォーダンス」『思想』974: 23-46, 2005 年 6 月号 
「暗黙的概念了解とアプリオリ」哲学会編『自然主義と反自然主義』哲学雑誌 120(792): 
88-108, 有斐閣, 2005 年 
「知覚の透明性」『思想』986: 4-26, 2006 年 6 月号 





」『比較思想研究』38: 5-13, 2011 年 
「チューリング・テストと模倣の問題」『現代思想』40(14): 118-127, 2012 年 11 月臨
時増刊号 
「妄想と信念評価の異常」『科学哲学』47(2): 1-16, 2015 年 
「判断に抗して情動に導かれる行為は合理的でありうるか」『哲学・科学史論叢』17: 1-
15, 2015 年 





Ｄ・Ｃ・デネット「コグニティヴ・ホイール」『現代思想』1987 年 4 月号, pp.128-150 
Ｚ・Ｗ・ピリシン『認知科学の計算理論』佐伯胖監訳、産業図書、1998 年 
Ａ・エイヤー『ウィトゲンシュタイン』みすず書房、1998 年 
Ｇ・ライル『思考について』共訳者：坂本百大・井上治子・服部裕幸、みすず書房、1997
年 
Ｐ・Ｍ・チャーチランド『認知哲学』共訳者：宮島昭二、産業図書、1997 年 
Ｒ・Ｇ・ミリカン『意味と目的の世界：生物学の哲学から』勁草書房、2007 年 
Ｓ・クリプキ「信念のパズル」『言語哲学重要論文集 (現代哲学への招待) 』松阪陽一
編、春秋社、2013 年 
Ｐ・Ｓ・チャーチランド『脳がつくる倫理：科学と哲学から道徳の起源にせまる』共訳
者：樫則章・植原亮、化学同人、2013 年 
Ｐ・M・チャーチランド『物質と意識（原書第 3 版）：脳科学・人工知能と心の哲学』
共訳者：西堤優、森北出版、2016 年 
 
 
 
 
